
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞  2024 年８月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

 

杉
並
区
で
は
、
震
災
時
の
電
気
火
災
、
通
電
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、
簡
易

型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

火
災
危
険
度
ラ
ン
ク
４
の
地
域
は
無
料
で
設
置
が
可
能
に
！ 

X（旧 Twitter）ID 

2024 年 8 月 21 日 №194 

申
請
書
、
賃
貸
の
場
合
は
承
諾
書
な

ど
を
区
に
提
出
す
る
と
、
承
認
通
知
が

届
き
ま
す
。
１
～
２
カ
月
後
に
業
者
が

訪
問
し
設
置
と
な
り
ま
す
。 

区
の
担
当
者
は
、
「
こ
の
間
は
申
請

が
集
中
し
て
い
て
設
置
・
完
了
ま
で
３

～
６
カ
月
位
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
予

算
は
心
配
な
い
の
で
申
請
は
受
け
付

け
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

東
京
都
は
コ
ン
セ
ン
ト
型
を
配
布 

 

東
京
都
で
も
天
沼
１
丁
目
、
本
天
沼

１
・
２
丁
目
を
対
象
に
コ
ン
セ
ン
ト
型

の
も
の
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ン
セ
ン
ト
型
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に

繋
い
だ
機
器
の
み
の
通
電
を
遮
断
さ

せ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
す
。
分
電
盤
の

ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て

屋
内
全
て
の
電
気
供
給
を
止
め
る
と

い
う
区
の
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。 

１
月
の
能
登
半
島
地
震
に
続
き
、

今
月
８
日
に
は
日
向
灘
を
震
源
と
す

る
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
政
府
は
１
週
間
が
経
過
し
た
１５

日
を
も
っ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
発
表
に

伴
う
「
特
別
な
注
意
の
呼
び
か
け
」

を
終
了
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
頃

か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
？ 

大
規
模
地
震
時
に
発
生
す
る
火
災

の
約
６
割
は
電
気
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

震
度
５
強
以
上
の
地
震
を
感
知
す
る

と
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

て
電
気
を
止
め
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ

器
具
で
す
。
党
区
議
団
は
、
木
密
地
域

が
多
い
杉
並
区
で
、
電
気
火
災
を
防
止

す
る
有
効
な
手
段
と
し
て
前
区
政
時

代
に
い
ち
早
く
質
問
で
取
り
上
げ
、
助

成
制
度
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。 

ど
う
す
れ
ば
設
置
で
き
る
？ 

 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
に
か
か

る
費
用
は
杉
並
区
が
負
担
し
ま
す
。
設

置
の
費
用
は
、
高
齢
者
の
み
世
帯
や
障

害
者
の
い
る
世
帯
は
無
料
、
一
般
の
世

帯
は
一
律
２
０
０
０
円
で
す
。 

た
だ
し
、
令
和
４
年
９
月
に
都
が
公

表
し
た
「
地
震
に
関
す
る
地
域
危
険
度

測
定
調
査
」
で
、
天
沼
１
・
２
丁
目
、

本
天
沼
１
・
２
丁
目
な
ど
が
火
災
危
険

度
ラ
ン
ク
４
と
さ
れ
た
た
め
、
区
は
昨

年
か
ら
こ
の
地
域
の
一
般
の
世
帯
で

の
設
置
費
用
も
無
料
と
し
ま
し
た
。 

な
お
、
家
庭
に
よ
っ
て
は
設
置
で
き

な
い
場
合
（
医
療
器
具
の
使
用
、
分
電

盤
の
状
況
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。
設
置

を
お
考
え
の
方
は
防
災
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

地震による電気火災を防ぐ 

日本共産党 前杉並区議会議員 

 

 

▲簡易型感震ブレーカー 

問い合わせ先 

【杉並区】 

杉並区役所防災課 

０３-３３１２-２１１１(代) 

【東京都】 

出火防止対策促進事業 

コールセンター 

０１２０-８８８-２８９ 



   

東京大空襲から平和行進まで 

 

平
和
運
動
と
の
出
会
い 

２
０
代
で
助
監
督
と
し
て
映
画
界

に
入
り
、
若
杉
光
夫
、
木
村
壮
十
二
、

松
山
善
三
の
３
氏
に
師
事
。
映
画
「
ぶ

ら
り
ぶ
ら
り
物
語
」
で
平
和
行
進
を

再
現
さ
せ
ま
す
。
第
１
０
回
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
に
も
参
加
し
、
「
歩

く
」
で
は
被
爆
３
０
周
年
の
平
和
行

進
そ
の
も
の
を
映
し
ま
す
。 

当
日
の
山
口
さ
ん
の
体
験
の
一
部

を
Ｘ
で
動
画
に
ア
ッ
プ 

し
ま
し
た
。
以
下
の
二 

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

台
湾
の
白
色
テ
ロ
時
代
に
女
性
政

治
犯
を
描
い
た
映
画
「
流
麻
溝
十
五

号
」
を
観
ま
し
た
。
台
湾
は
長
く
日
本

の
植
民
地
で
し
た
が
、
戦
後
は
中
国

国
民
党
の
蒋
介
石
が
接
収
。
反
共
の

名
の
下
で
人
権
無
視
の
激
し
い
弾
圧

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

今
の
台
湾
は
若
者
が
声
を
あ
げ
た

り
、
民
主
的
な
国
民
の
運
動
が
あ
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
し
か
し
、
作
品
の
舞

台
と
な
る
１
９
５
０
年
代
の
台
湾
の

政
治
犯
の
収
容
所
は
ま
る
で
戦
争
中

の
日
本
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
私 

   

は
こ
の
映
画
が
ど
う
し
て
も
戦
後
の

作
品
に
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
し
た
。 

私
た
ち
日
本
人
は
近
代
の
映
画
や

文
学
作
品
な
ど
に
対
し
、
先
の
侵
略

戦
争
の
前
か
後
か
を
自
然
と
確
認
す

る
感
覚
が
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
国
憲
法
が
あ
る

時
代
か
ど
う
か
が
判
断
の
大
き
な
土

台
に
あ
っ
て
、
自
分
で
作
品
を
確
か

め
分
析
し
よ
う
と
す
る
感
覚
で
す
。 

自
民
党
で
は
広
島
の
原
爆
記
念
日

の
翌
日
に
改
憲
議
論
の
動
き
が
。
こ

ん
な
こ
と
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

今
回
、
戦
争
体
験
を
語
っ
て
く
れ
た

の
は
、
阿
佐
ヶ
谷
在
住
の
山
口
逸
郎
さ

ん
（
９
３
歳
）
で
す
。 

山
口
さ
ん
は
８
０
歳
の
時
か
ら
毎

年
、
国
民
平
和
大
行
進
の
通
し
行
進
者

と
し
て
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
有

名
で
す
。
ま
た
、
映
画
人
と
し
て
平
和

や
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
何

作
も
世
に
輩
出
し
て
い
ま
す
。
最
初
に

山
口
さ
ん
の
制
作
し
た
「
一
歩
で
も
二

歩
で
も
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
ま
し
た
。 

東
京
大
空
襲
を
生
き
延
び
る 

山
口
さ
ん
は
昭
和
６
年
生
ま
れ
。
向

島
で
東
京
大
空
襲
に
遭
い
、
焼
夷
弾
が

花
火
の
ご
と
く
落
ち
て
き
た
恐
ろ
し

い
光
景
を
生
々
し
く
語
り
ま
し
た
。
い

つ
も
元
気
に
行
進
す
る
山
口
さ
ん
で

す
が
、
実
は
過
酷
な
戦
争
体
験
が
あ
っ

た
こ
と
を
聞
く
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

 

▲山口逸郎さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８
月
１
７
日
に
荻
窪
で
開
催
さ
れ
た
「
戦
争
体
験
を
語
る
つ
ど
い
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
戦
争
体
験
を
聞
く
機
会
が
減
っ
て
い
る
今
、
大
切
な
取
組
で
す
。 

広
島
・
長
崎
ま
で 

毎
年
平
和
行
進
を
歩
く 

山
口
さ
ん
語
る 

山口さんが関わった主な作品 

1958 年「千羽鶴」 

1962 年「ぶらりぶらり物語」 

1968 年「ヒロシマの証人」 

1975 年「歩く」 

1976 年「ふたりのイーダ」 

1982 年「トビウオのぼうやはびょ

うきです」 

1983 年「おこりじぞう」 

1989 年「ながさきの子うま」等々 
 

 

 

毎週 水・金曜 ２～４時半 
会場 日本共産党杉並地区委員会 

   高円寺南３-30-12 

電話 03-3314-5551 

※予約は必要ありません。 

当日現地で先着順です。 

 
住民のための 
区立施設を考える！ 

８月２７日(火) 
１９時～産業商工会館 参加費 300円 

・区立施設マネジメント計画とは？ 
・上荻、浜田山、西宮中、若杉小跡地など報告 
・今後の対応を考える 

主催 住民のための区立施設を考える会 

 


